
今
年
度
第
一
回
目
の
「
や
さ
し
い
人
権

講
座
」
が
、
八
月
二
十
五
日
（
月
）
午
後
７
時

か
ら
開
催
さ
れ
、
大
洲
市
在
住
で
、
歴
史
民

俗
研
究
者
の
五
藤
孝
人
さ
ん
に
ご
講
演
い

た
だ
き
、
五
十
四
名
が
受
講
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
に
、
数
多
く
の
史
料
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
や
調
査
を
基
に
、
部
落
史
や
地

域
の
歴
史
な
ど
幅
広
く
研
究
を
重
ね
て
き

た
成
果
を
ふ
ま
え
、
部
落
問
題
学
習
は
負
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
暗
い
学
習
に
な
り
が
ち

だ
が
、
正
し
い
知
識
を
正
し
く
理
解
し
、
楽

し
く
学
習
す
る
こ
と
が
大

切
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 「共
同
幻
想
」と
「同
調
圧
力
」 

部
落
差
別
の
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
日
本

人
特
有
の
「
共
同
幻
想
」
と
「
同
調
圧
力
」
が

大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
根
拠
の
な
い
情
報
を

鵜
呑
み
に
せ
ず
、
自
分
で
調
べ
、
自
分
で
考

え
、
ま
ず
「
知
る
」
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

 み
ん
な
が
差
別
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ 

そ
し
て
、
こ
こ
に
い
る
誰
も
が
差
別
者
。

差
別
は
決
し
て
な
く
な
ら
な
い
し
、
誰
も

が
差
別
意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
正
し
い
知
識
を
身
に
着
け
る
こ

と
で
、
自
他
の
目
の
前
に
あ
る
差
別
を
止
め

る
こ
と
は
で
き
る
は
ず
。
そ
れ
を
一
人
ひ
と

り
が
実
践
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
と
強
く
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
、
「
楽
し
い
人
権
学
習
は

初
め
て
。
今
ま
で
は
辛
く
悲
し
い
話
を
聞
く

こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
は

色
々
な
方
向
か
ら
物
事
を
見
て
み
た
い
と

思
う
。
」
「
こ
れ
ま
で
の
学
び
や
経
験
が
本
当

に
正
し
い
の
か
、
根
拠
が
ど
こ
に
あ
る
か
、

思
い
込
み
で
は
な
い
か
、
今
一
度
考
え
て
み

た
い
。
」等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

四
国
地
区
人
権
教
育
研
究
大
会 

福
祉
館
の
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。 

第
七
十
二
回
四
国
地
区
人
権
教
育
研
究

大
会
が
、
七
月
一
○
日
か
ら
十
一
日
に
松

山
市
で
開
催
さ
れ
、
前
野
係
長
と
石
尾
指

導
員
が
、
当
館
の
人
権
啓
発
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
発
表
で
は
、
ペ
ー

プ
サ
ー
ト
（
児
童
向
け
の
紙
人
形
劇
）
「
わ
く

わ
く
出
前
講
座
フ
ク
プ
ク
」
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
、
子
育
て
世
代
を

含
め
た
幅
広
い
世
代
が
集
う
福
祉
セ
ン
タ

ー
へ
と
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た
い
と
の
思
い
を

伝
え
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
人
権
尊
重
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

令和 7年 

９月発行 
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44-3410 

楽しく熱弁をふるう五藤孝人さん 

発表をする前野係長と石尾指導員 

知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う 

部
落
問
題
の
見
直
し 

第
一
回
「や
さ
し
い
人
権
講
座
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 



『や
さ
し
い
手
話
教
室
』 

の
ご
案
内 

初
め
て
学
ぶ
初
心
者
コ
ー
ス
と
、
手
話
で

会
話
が
で
き
る
実
用
コ
ー
ス
の
２
コ
ー
ス
準

備
し
ま
し
た
。
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

○
開
催
期
間 

九
月
末
～
十
二
月 

○
講 

師 

手
話
サ
ー
ク
ル
内
の
子 

○
受
講
料 

無
料
（
但
し
テ
キ
ス
ト
代
必
要
） 

月
曜
コ
ー
ス 

※
実
用
コ
ー
ス 

九
月
二
十
二
日
（月
）～ 

 

全
一
〇
回 

○
時
間 

午
前
一
〇
時
～
正
午 

○
場
所 

う
ち
こ
福
祉
館 

保
健
衛
生
室 

○
定
員 

七
名 

金
曜
コ
ー
ス 

※
初
心
者
コ
ー
ス 

一
〇
月
一
〇
日
（
金
）
～ 

 

全
一
〇
回 

○
時
間 

午
後
七
時
三
〇
分
～
九
時 

○
場
所 

う
ち
こ
福
祉
館 

会
議
室 

○
定
員 

十
七
名 

○
お
問
合
せ 

う
ち
こ
福
祉
館
ま
で 

※
定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
締
め
切
り
ま

す
。 

      

第
十
七
回
福
祉
館
ま
つ
り 

十
一
月
八
日
（土
） 

午
前
一
〇
時
～ 

 

バ
ザ
ー
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
児
童
生
徒
の

人
権
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
、
フ
ィ
ナ
ー

レ
に
は
餅
撒
き
も
行
い
ま
す
。 

○
福
祉
館
ま
つ
り
人
権
講
演
会 

十
月
三
十
一
日
（金
） 
午
後
７
時
～ 

「い
の
ち
を
い
た
だ
く
（仮
題
）」 

講
師
（は
な
し
人
）：坂
本
義
喜
さ
ん 

（
元
熊
本
市
食
肉
解
体
作
業
員
） 

 
定
期
利
用
サ
ー
ク
ル
紹
介
② 

福
祉
館
を
利
用
す
る
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
で
す
。 

水
心
流
弘
道
館
剣
詩
舞 

剣
舞
・
詩
舞
は
、
吟
詠
の
調
べ
に
合
わ
せ

て
、
詩
歌
の
こ
こ
ろ
を
、
体
技
を
も
っ
て
表

現
す
る
芸
道
で
す
。
是
非
、
見
学
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

○
開
催
日
（稽
古
日
） 

毎
週
火
・金
曜 

午
後
五
時
三
○
分
～
九
時 

毎
週
土
曜 

午
後
三
時
～
六
時 

○
代
表
者 

宮
岡
霊
櫻 

※
一
〇
月
四
日
（
土
）
に
、
内
子
町
共
生
館
で

開
催
さ
れ
る
「
こ
ど
も
文
化
体
験
教
室
」
で
も

体
験
で
き
ま
す
。 

《午
前
九
時
～
午
後
三
時
ま
で
》 

緑
の
カ
ー
テ
ン
立
派
に
成
長 

そ
し
て
実
も
た
わ
わ 

機
能
回
復
訓
練
室
前
の
ゴ
ー
ヤ
が
成
長

し
、
立
派
な
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
な
り
ま

し
た
。
例
年
に
な
い
猛
暑
で
、
発
育
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
ゴ
ー
ヤ
の
実
も
た
わ
わ
に

な
り
、
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
推
進
に
一
役
買
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

機能回復訓練室を見事に覆ったゴーヤ 

Go！Go！福祉館 

～つなぐ、広がる、笑顔の輪～ 

剣の振り方、足の運び方、緊張感が漂います。 

収穫されたゴーヤの実は利

用者の方に配られ、美味しく

調理されたと聞きました。 

うちこ福祉館は、
前身の福祉会館を含
め、創設されて 55
年目を今年迎えま
す。 
大 会 テ ー マ を

「Go！Go！（55）
福祉館～つなぐ、広
がる、笑顔の輪～」
としました。 


